














要約:静岡県においては、平成 5 年 9 月よりモデル地区を選定し、子どもの事故防止のた

めの啓発・教育活動を各乳幼児健診等の場で行っている。これらの指導方法に対する保護

者の反応や効果を把握するため、昨年度はモニター地区において、また今年度は、モニタ

ー地区外においてアンケート調査を行った。今回の調査結果によると 74.5%の保護者は子

どもの死亡原因として事故死が多いことを知っており、また 95,8%の者が日ごろから事故

防止に注意していた。特に注意している事故防止対策としては交通事故、やけど、転落・

転倒、誤飲、溺水、窒息であった。なお、事故防止ポスター、パンフレット等を目にした

ことがある者は 41.1%で、保健所、保健センターで行われている各種健診時の発達段階別

事故防止のための指導を必要とする者は 87.0%であった。


